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診療上の重要度の高い医療行為について、エビデ

ンスのシステマティックレビューとその総体評価、益

と害のバランスなどを考量して、患者と医療者の意

思決定を支援するために最適と考えられる推奨を

提示する文書
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2002 2007 2014

手引き 2007 手引き 2014

形式

文献引用が充実
した教科書形式

クリニカルクエス
チョンと推奨と組み

合わせ

クリニカルクエス
チョンと推奨と組み

合わせ

トピック 標準的な知識 標準的な知識 重要臨床課題

エビデンス
統合

記述的 記述的 • システマティックレ
ビュー

• 益と害のバランス

• COI管理
• 利害関係者の参加

プロセス
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クエスチョン

バックグラウンド
クエスチョン

フォアグラウンド
クエスチョン
（＝クリニカル
クエスチョン）

• 複数の診療オプションでない
• 標準的な知識
• システマティックレビュー必須でない
• 推奨は提示しない

• 複数の診療オプションあり
• 重要臨床課題
• システマティックレビュー必須

フォアグラウンドクエスチョンを全く取り上げて
いないものは診療ガイドラインとは呼べない

バックグラウンドクエスチョンも重要。
日本の診療ガイドラインの特徴



ステージ1 ステージ2

疾患X

手術 手術＋
放射線療法

手術

ステージ2に対して、最適な治

療法は手術単独、手術＋放射線
療法のどちらか

バックグラウンド
クエスチョン

フォアグラウンドクエスチョン
（クリニカルクエスチョン）



複数の診療オプションが存在する

いずれかの診療オプションを推奨することで、患者

アウトカムの改善が期待できる

新しい治療法に関する研究結果が出て、従来の治療法

に取って代わる可能性がある場合

複数の治療法が併存していて、アウトカムが異なる可能

性がある場合
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バックグラウンド
クエスチョン

フォアグラウンド
クエスチョン

バックグラウンド
クエスチョン

フォアグラウンド
クエスチョン

案1 案2

1. テーマ1

バックグラウンド
クエスチョン

フォアグラウンド
クエスチョン

2. テーマ2



26ページ

診療ガイドライン本体
（フォアグラウンドクエスチョン）


